
国際探究Ⅰ「教養講座Ⅰ」

（日時） 平成２８年５月１２日（木） １４：２０～１６：０５

平成２８年５月１９日（木） １４：４５～１６：０５

平成２８年５月２６日（木） １４：２０～１６：０５

（場所） ５月１２日 本校第一体育館

５月１９日、２６日 本校第一体育館

選択教室、地歴講義室

（対象） １年生全員２３９名

（講師） ５月１２日

秋田経済研究所 松渕 秀和 所長

「秋田県経済の現状と課題」

５月１９日、２６日

秋田経済研究所 工藤 修 事務局長 「農業について」

相沢 陽子 研究員 「食文化と観光について」

佐藤由深子 研究員 「食文化と商業について」

（目的） 基調講演で世界の食糧問題について知った

上で、自分たちの足元である郷土秋田の農業

や食文化の問題を見つめる。

（内容） 日本や秋田の農業や食文化をめぐる現状と

課題を把握する。

（方法） ５月１２日

本校第１体育館で講演を聴講する。

５月１９日、２６日

３つの講座を各場所に分かれて実施。１週あ

たり１講座ずつ、２つの講座を選択受講する。

（生徒の活動評価） 活動観察、メモ・振り返りシート、質問内容

（指導上のポイントと仕掛け）

講師から事前に配付された資料を熟読させ、秋田県

の経済・農業の現状と課題・展望の概要を認識させる。

また、資料のポイントを押さえたプリントを配付し、全容

を把握させる。

事前に農業・観光・商業から聴講したい分野を選択

希望することで、関心のある秋田の事象について見聞

を広める。

（講座を振り返って）

今日の講演内容は、秋田県の現状を数値から分析し

ていくものであったので、生徒には多少難解な部分もあ

ったかもしれない。にもかかわらず、必死に資料に目を通す生徒や、率直な疑問を講師にぶつ



ける生徒が多数見られたことは、やはり意欲の高い生徒が多数存在しているからだろう。農業に

ついての講話では、話の端々に興味深い、今後の研究の鍵となり得るキーワードがちりばめられ

ていた。そのキーワードを拾えるか、生かせるかが研究の充実度の鍵となると思う。質問の質は

高かったように感じる。講師の先生方から「真面目な生徒が多い」「どの会場も的を射た質問が多

く出てきた」とのコメントをいただいた。今後の励みとしたい。

（生徒の振り返りから）


